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論文内容の要

(論文内容の要旨)

ネットワーク解析、とくにグラフ・クラスタリング法が、様々な分野で活用さ
れるてぃる中、さらに、グラフ・クラスタリング法に二っの属性を加味した、新
たなグラフ.クラスタリング法(二部グラフ・クラスタリング法)を提案し、バ

イオインフォマティクス解析の一環として、生物一生物生合成揮発物質(BV0のの関

係から、生物あるいはBVOCの分類を行い、'BVOCからの生物の分類が可能であるこ

とを示した。また、二部グラフ・クラスタリング法の開発において、それぞれの

属性、例えば、生物と郡OC のそれぞれの属性、に注目し、生物であれぱ部OC を

介した生物間の類似性、部OCであれぱ生物を介した別OCの類似性をグラフで表現
し、分類するというユニークな方法を提案した。この方法で得られた生物問の類

似性ならびに別OCの類似性により、分子生物学的解釈が容易になった。開発され
た二部グラフ.クラスタリング法は、ネットワーク構造において笹に関連してい

ないものの属性を考慮することにより、密に関連する要素をクラスターとして抽

出することが可能となり、分子生物学、化学など様々な分野における分類問題に

広く適用できると期待される有用な手法である。

旨



(論文審査結果の要旨)

令和元年7月22日に開催した公聴会の結果を参考に、令和元年年8月19

日に本博士論文の審査を実施した。

以下に述べる通り、本博士論文は、本学位申請者が情報科学のデータサイエ

ンス分野で研究開発活動を続けていくために必要十分な素養を備えていること

を示すものである。

M。血血加 B。且゛1K歌im君は、ネットワーク解析、とくにグラフ'クラスタリング

法が、様々な分野で活用されるている中、さらに、グラフ・クラスタリング法
に二っの属性を加味した、新たなグラフ・クラスタリング法(二部グラフ'ク

ラスタyング法)を提案し、分子生物学データの解釈に成功した。

本論文は、情報科学とバイオインフォマティクスの境界領域をデータサイエ
ンスによりっなぐネットワークバイオロジーの発展に大きく貢献するものであ

る。よって、本論文は、博士(工学)の学位論文として充分な価値があるもの
と認める。
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